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準
師
範
試
験
実
施
要
項

▽
第
六
十
三
次
漢
字
部
・
か
な
部
課
題

 

〇
漢
字
部　

次
の
作
品
二
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕 

を
提
出
す
る
。 

 

・
規　

定
《
書
体　

行
草
書
》

 

春
酒
玉
堂
天
上
夢　

淸
明
游
子
故
鄕
心　

（
袁え

ん
ば
い枚

）

 
 

読
＝
春し

ゅ
ん
し
ゅ

酒

玉ぎ
ょ
く
ど
う

堂
天て

ん
じ
ょ
う

上
の
夢ゆ

め　

清せ
い
め
い明

游ゆ

う

し子
故こ

き
ょ
う郷

の
心

こ
こ
ろ

 

註
＝
立
派
な
御
殿
で
春
酒
を
飲
む
と
天
上
界
で
夢
を
見
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
清
明

 

　
　

の
時
節
の
旅
人
は
故
郷
の
こ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
る
。
●
玉
堂
＝
美
し
い
御
殿
。

 

　
　

●
清
明
＝
春
分
か
ら
一
五
日
目
で
、
今
の
四
月
五
、
六
日
頃
。
●
游
子
＝
旅
人
。  

 

・
臨　

書　

貫ぬ
き
な
す
う
お
う

名
菘
翁
「
崔さ

い
し
ぎ
よ
く

子
玉
座ざ

ゆ
う
め
い

右
銘
」　

五
字

 

無
道
人
之
短

 

読
＝
人
の
短た

ん

を
道い

う
こ
と
無な

か

れ

 

〇
か
な
部　

次
の
作
品
二
点 

〔
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕 

を
提
出
す
る
。 

 

・
規　

定
《
書
体
自
由
》

 

天あ
ま

つ
風か

ぜ
く
も雲

の
通か

よ

ひ
路ぢ

ふ吹
き
と
ぢ
よ　

を
と
め
の
姿

す
が
た

し
ば
し
と
ど
め
む

 

註
＝
空
吹
く
風
よ
、
天
女
の
ゆ
き
か
う
雲
間
の
道
を
吹
き
閉
ざ
し
て
お
く
れ
。
舞
い

 

　
　

終
わ
っ
て
天
に
帰
っ
て
し
ま
う
こ
の
美
し
い
天
女
た
ち
の
姿
を
、
も
う
暫
く
こ

 

　
　

の
地
上
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
と
思
う
か
ら
。

 

・
臨　

書　

関
戸
本
古
今
集
（
伝　

藤
原
行
成
）

 

あ
ま
の能

は
ら
ふ不

り
さ
け介

み
れ
ば盤

か
す須

可

奈

が
な
る
み美

可か
さ
の
や
ま
に尓

い
で
し
つ徒

支

可

无

き
か
も

▽
第
三
十
三
次
詩
文
書
部
課
題

　
　

次
の
作
品
二
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕 

を
提
出
。
※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る
。 

 

・
規　

定
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

 

空そ
ら

も
星ほ

し

も
さ
み
ど
り
月づ

き

よ夜
春は

る

め
き
ぬ　

（
渡
辺
水
巴
）

　

 

　

註
＝
「
春
め
く
」
物
の
芽
が
出
て
山
の
木
々
も
芽
吹
き
の
季
節
。
「
さ
み
ど
り
月
夜
」

 

　
　
　

は
作
者
の
造
語
だ
が
、
美
し
く
、
春
の
息
吹
が
充
分
に
感
じ
ら
れ
る
。
万
物
が

 

　
　
　

春
め
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

・
臨　

書　

鄭
文
公
下
碑
（
鄭
道
昭
）　

五
字

 

常
慕
晏
平
仲

 

読
＝
常
に
晏
平
仲
を
慕
ふ

　
　

― 

受
験
に
つ
い
て
の
注
意 

―

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
と
も
六
段
。
か
つ
満
十
八
才
以
上
で 

『
日
本
書
道
院

 
 

展
出
品
経
験
者
』 

（
二
〇
〇
一
年
四
月
一
日
生
ま
れ
ま
で
認
め
る
）
。

一
、 

受 

験 

料　

六
千
円 

（
漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
の
別
） 

受
験
料
は
作
品
と
別
封
と
し
、

 
 

郵
便
振
替
に
て
同
時
に
本
院
宛
に
送
付
の
こ
と
。 

一
、
日
本
書
道
院
展
に
一
回
以
上
出
品
の
者
（
部
門
不
問
）。
第
67
回
展
出
品
も
可
。

一
、 

〆　
　

切　

四
月
二
十
日　

発
表
六
月
号

一
、 

作
品
に
は
申
請
書
に
貼
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
六
段
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道
誌

 

発
表
の
月
）
を
必
ず
記
入
し
て
添
付
す
る
こ
と
。 

又
、 

作
品
の
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛

 

筆
で
段
位
・
支
部
名
・ 

氏
名
を
記
入
の
こ
と
。 

一
、 

不
合
格
者 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

は
そ
の
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

一
、 

受
験
作
品
は
白
画
仙
紙
を
用
い
、 

準
師
範
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
の
こ
と
。 
 

ま
た
、 

封
書
に
は
必
ず 

「
準
師
範
応
募
」 

と
朱
書
の
こ
と
。 

一
、 

準
師
範
受
験
申
請
書
は
、 

返
信
料
八
十
二
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。 

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
こ
と
。

◎
師
範
受
験
時
に
は
日
本
書
道
院
展
出
品
が
二
回
以
上
必
要
と
な
る
。受
験
の
際
は
注
意
す
る
こ
と
。

▼
第
五
次
硬
筆
部
準
師
範
課
題

 

・
規　

定

 

　

天あ
ま

の
原は

ら

ふ
り
さ
け
見
れ
ば
春か

す

が日
な
る
三
笠
の
山
に
出い

で
し
月
か
も

　
　
　
　

註
＝
大
空
を
は
る
か
に
眺
め
や
る
と
、
今
し
も
東
の
空
に
美
し
い
月
が
昇
っ
て
い

 

　
　
　

る
。
あ
ゝ
こ
の
月
は
そ
の
昔
、
故
郷
の
春
日
に
あ
る
三
笠
の
山
に
出
た
あ
の

 

　
　
　

月
な
の
だ
な
ぁ
！ 

 

・
臨　

書　

蘭
亭
序
（
王
羲
之
）
十
六
字

 
 

　

激
湍
、
映
帯
左
右
。
引
以
為
流
觴
曲
水
、
列
坐
其
。

 

　

読
＝
激げ

き
た
ん湍

（
有
り
て
、
）
左
右
に
映
帯
す
。
引
き
て
以も

っ

て
流

り
ゅ
う
し
ょ
う

觴
の
曲

き
ょ
く
す
い

水
と
為な

し
、
其そ

の

 

　

註
＝
早
瀬
が
あ
り
、
辺
り
に
照
り
映
え
て
い
る
。
そ
れ
を
引
き
込
ん
で
流
觴
の
曲
水

 

　
　
　

を
作
り
、
人
々
が
（
順
次
並
ん
で
）
座
っ
た
。

一
、 

受
験
資
格　

六
段

一
、 

受 

験 

料　

四
千
円

 
　

準
師
範
受
験
申
請
書
は
、
返
信
料
八
十
二
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。

一
、 
〆　
　

切　

四
月
二
十
日　

発
表
六
月
号

一
、
作
品
に
は
申
請
書
に
貼
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
六
段
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道
誌
発

　
　

表
の
月
）
を
必
ず
記
入
し
て
添
付
す
る
こ
と
。
ま
た
、 

封
書
に
は
必
ず 

「
準
師
範
応
募
」

　
　

と
朱
書
の
こ
と
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。
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昇
段
・
級
試
験
実
施
要
項 

▽
第
一
二
二
回
漢
字
部
・
か
な
部
課
題

 

〇
第
一
部　

［
半
切
35
㎝
×
135
㎝
］

　
　

次
の
漢
字
又
は
か
な
（
各
書
体
自
由
）
を
縦
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点
を
提
出
。

　
　

漢
字
部

 
 

　

千
里
鶯
啼
緑
映
紅　

水
村
山
郭
酒
旗
風　

（
杜と

ぼ

く牧
）

 

　

読
＝
千せ

ん

り里

鶯
う
ぐ
い
す

啼な

い
て　

緑
み
ど
り
く
れ
な
い

紅
に
映え

い

ず 

水す
い
そ
ん
さ
ん
か
く

村
山
郭　

酒し

ゆ

き旗
の
風か

ぜ

 

　

註
＝
見
渡
す
限
り
の
江
南
一
帯
の
地
に
は
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
鴬
が
鳴
き
、
木
々

　
　
　
　
　
　

の
緑
と
花
の
紅
が
照
り
映
え
て
美
し
く
、
水
辺
の
村
や
山
辺
の
村
里
に
は
、
の

　
　
　
　
　
　

ど
か
に
酒
屋
の
幟
が
は
た
め
い
て
い
る
。

　
　

か
な
部

 
 

　

こ
れ
や
こ
の
行
く
も
帰
る
も
別
れ
て
は
知
る
も
知
ら
ぬ
も
逢
坂
の
関　

（
蝉せ

み
ま
る丸

）

 

　

註
＝
こ
れ
が
あ
の
、
行
く
人
も
帰
る
人
も
別
れ
て
は
、
ま
た
一
方
で
知
る
人
も

　
　
　
　
　
　

知
ら
な
い
人
も
逢
う
（
と
い
う
）
逢
坂
の
関
な
の
だ
な
ぁ
！

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
と
も
二
級
以
上
の
も
の

一
、 

受 

験 

料　

一
点
に
つ
き　

三
千
円
。 

成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　
㊟
漢
字
・
か
な
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
昇
段
試
験
の
課
題
（
漢
字
・
か
な
）
を
半
切

　
　

１
―
２
（
35
㎝
×
68
㎝
）
に
二
点
（
形
式
を
変
え
る
か
縦
・
横
に
す
る
）
揮
毫
し
て

　
　

も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
現
在
二
級
・
一
級
・
初
段
・
二
段
の
者
は
一
点

　
　

で
も
よ
い
。

 

〇
第
二
部
［
半
紙
］ 

次
の
漢
字
（
楷
書
）
又
は
か
な
（
書
体
自
由
）
を
半
紙
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　

・
漢
字
部

　
　
　

業
在
硯
田

 

　

読
＝
ぎ
ょ
う
は
け
ん
で
ん
に
あ
り

　

 

　

註
＝
硯
を
田
に
み
た
て
、
そ
れ
を
耕
す
し
ご
と
の
ひ
と
。
唐
庚
の
詩
に
「
硯
田
に

　
　
　
　
　
　

悪
歳
無
く
、
酒
国
に
長
春
有
り
」
と
あ
る
。

　

・
か
な
部

　
　
　

菫
す
み
れ
ほ
ど程

な
小ち

ひ

さ
き
人ひ

と

に
生う

ま

れ
た
し　

（
夏
目
漱
石
）

　

 

　

註
＝
「
菫
」
す
み
れ
程
の
小
さ
な
人
に
生
れ
た
い
と
い
う
願
望
に
は
、
漱
石
の
現
実 

　
　
　
　
　
　

嫌
悪
、
人
間
嫌
悪
の
情
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
す
み
れ
の
例
え
に
は
美
し
い
夢
が

　
　
　
　
　
　

あ
る
よ
う
だ
。

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
と
も
二
級
以
下
の
も
の 

〔
漢
字
作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・

　
　
　
　
　
　
　

氏
名 

（
号
） 

を
競
書
と
同
じ
く
筆
に
よ
っ
て
揮
毫
す
る
。
か
な
の
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　

名 

（
号
） 

又
は
雅
印
を
捺
し
た
上
に
、
左
下
隅
に
も
鉛
筆
で
段
級
と
支
部

　
　
　
　
　
　
　

名
、
姓
号
を
記
入
す
る
。
〕

一
、 

受 

験 

料　

一
点
に
つ
き
、
千
円
。
成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

▽
第
三
十
三
回
詩
文
書
部
課
題

 

〇
第
一
部　

［
半
切
］ 

次
の
俳
句
〔
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
〕
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　
　
　
　
　
　

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る
。 

　

・
春は

る

た
つ
や
静し

づ

か
に
鶴つ

る

の
一い

つ

ぽ歩
よ
り
（
黒
柳
召
波
）

 

　

註
＝
「
春
た
つ
」
暖
か
い
日
差
し
に
鶴
が
端
麗
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
そ
の
一

 

　
　
　

歩
か
ら
春
が
立
ち
染
め
る
よ
う
で
あ
る
、
の
意
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
上
の
も
の

一
、 

受 

験 

料　

一
点
に
つ
き
、
三
千
円
。
成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る

　
　
㊟
詩
文
書
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
昇
段
試
験
の
課
題
を
半
切
１
―
２
（
35
㎝
×
68
㎝
）

　
　

に
二
点
（
形
式
を
変
え
る
か
縦
・
横
に
す
る
）
揮
毫
し
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き

　
　

る
。
但
し
、
現
在
二
級
・
一
級
・
初
段
・
二
段
の
者
は
一
点
で
も
よ
い
。

 

〇
第
二
部　

［
半
紙
］ 

次
の
俳
句 

（
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
） 

を
半
紙
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　
　
　
　
　
　

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る
。 

　

・
菜な

の
花は

な

と
い
ふ
平へ

い
ぼ
ん凡

を
愛あ

い

し
け
り
（
富
安
風
生
）

　
　
　
　

註
＝
「
菜
の
花
」
菜
の
花
は
、
平
凡
な
が
ら
、
明
る
く
清
潔
な
感
じ
が
す
る
。
作
者

　
　
　
　
　
　

は
菜
の
花
を
愛
し
な
が
ら
、
ま
た
人
も
か
く
あ
り
た
い
と
念
願
し
て
い
る
の
で

　
　
　
　
　
　

あ
る
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
下
の
も
の

一
、 

受 

験 

料　

一
点
に
つ
き
、
千
円
。
成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る

　
　

―
出
品
に
つ
い
て
の
注
意
―

一
、 

〆
切　

四
月
二
十
日　

発
表
六
月
号

一
、 

作
品
に
は
四
月
号
発
表
の
競
書
成
績
の
段
級
と
支
部
名
又
は
府
県
名
、 

氏
名
又
は
号
を

　
　

書
い
た
小
票 

（
た
て
11
セ
ン
チ
×
よ
こ
４
セ
ン
チ
・
競
書
用
出
品
券
使
用
可
） 

を
作
品　

　
　

の
左
下
に
貼
付
す
る
。
又
作
品
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛
筆
で
段
級
・
支
部
名
・
氏
名
を

　
　

記
入
の
こ
と
。
［
級
の
な
い
も
の
は
新
と
す
る
こ
と
］ 

一
、 

一
級
以
上
の
も
の
は
第
一
部 

［
半
切
］ 

へ
出
品
の
こ
と
。 

一
、 

各
部
で
昇
級
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

一
、 

昇
級
試
験
の
作
品
は
競
書
作
品
と
別
に
し
、 

必
ず
封
書
に 

「
昇
試
」 

と
朱
書
す
る
。 

一
、 
受
験
料
は
郵
便
振
替
に
て
作
品
と
同
時
に
送
付
の
こ
と
。 

一
、 
提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
。
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硬
筆
部
・
昇
段
・
級
試
験
実
施
要
項 

▼
第
七
回

 

○
応
用
部　

次
の
課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 

に
書
い
た
も
の
一
点

 

・
鶯

う
ぐ
ひ
すに

朝あ
さ
さ
む寒

か
ら
ぬ
京

き
や
う

の
山や

ま

お
ち
椿

つ
ば
き

ふ
む
人ひ

と

む
つ
ま
じ
き　

（
与
謝
野
晶
子
）

　
　

 

註
＝
鴬
の
声
が
聞
え
て
く
る
。
も
う
朝
も
寒
く
は
な
い
こ
の
京
都
の
山
の
道
を
、
落
ち
て

 

　
　

い
る
椿
の
花
を
踏
ん
で
そ
ぞ
ろ
歩
き
を
す
る
人
の
何
と
睦
ま
じ
い
事
よ
。

一
、 

受
験
資
格　

一
級
以
上
の
も
の　

作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・
氏
名
（
号
）
を
競
書
と
同
じ

　
　
　
　
　
　
　

く
硬
筆
用
紙
に
書
く

一
、 

受 

験 

料　

一
点
に
つ
き
、
二
千
円
。
成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

 

○
基
礎
部　

次
の
課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 
に
書
い
た
も
の
一
点
。

 

・
土つ

ち

の
上う

へ

に
白し

ろ

き
線せ

ん

引ひ

き
て
日ひ

ぐ暮
れ
ま
で
子こ

ど
も
の
遊あ

そ

ぶ
春は

る

と
な
り
け
り
（
島
木
赤
彦
）

　
　

 

註
＝
土
の
上
に
白
い
線
を
引
い
て
、
日
の
暮
れ
る
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
続
け
る
、
日
永

 

　
　

の
春
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
下
の
も
の　

作
品
に
は
支
部
名
・
級
・
氏
名
（
号
）
を
競
書
と
同
じ
く

　
　
　
　
　
　
　

硬
筆
用
紙
に
書
く

一
、 

受 

験 

料　

一
点
に
つ
き
、
千
円
。
成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　

―
出
品
に
つ
い
て
の
注
意
―

一
、 

〆
切　

四
月
二
十
日　

発
表
六
月
号

一
、 

作
品
に
は
四
月
号
発
表
の
競
書
成
績
の
段
級
と
支
部
名
又
は
府
県
名
、 

氏
名
又
は
号
を　
　

  
 
 
 
 

書
い
た
硬
筆
用
紙
に
記
入
し
、
硬
筆
用
紙
内
の
（　

）
内
に 

「
昇
試
」 

と
朱
書
す
る
。

 

［
級
の
な
い
も
の
は
新
と
す
る
こ
と
］ 

一
、 

一
級
以
上
の
も
の
は
応
用
部
へ
出
品
の
こ
と
。

一
、 

各
部
で
昇
級
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
氏
名
を
発
表
し
な
い 

（
規
定
違
反
も
同
じ
）
。 

一
、 

昇
級
試
験
の
作
品
は
競
書
作
品
と
別
に
し
、 

必
ず
封
書
に 

「
昇
試
」 

と
朱
書
す
る
。 

一
、 

受
験
料
は
振
替
・
小
為
替
、 

又
は
現
金
書
留
で
作
品
と
同
時
に
送
付
の
こ
と
。

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

書道講演会　開催のご案内

	 全日本書道連盟主催「平成２９年書道講演会」を、下記の通り開催いたします。

	 多くの方に聴講賜りたくご案内申し上げます。

記

	 	 日	 時	 平成 29 年 11 月 15 日（水）午後２時～３時半

	 	 会	 場	 国立新美術館　３階講堂（東京都港区六本木）

	 	 	 	 東京メトロ千代田線「乃木坂駅」６番出口に直結

	 	 	 	 当日は同美術館で、改組新第４回日展開催中です。

	 	 演	 題	 「中日文化交流最新情報」

	 	 講	 師	 中華人民共和国駐日本国大使館　文化担当参事官　陳諍　氏

	 	 定	 員	 ２６０名（聴講無料）

	 聴講ご希望の方は連盟事務局まで、電話／ＦＡＸ／メールでお申し込みください。

	 どなたでも聴講できますので、ご関係の方々にご紹介くださるようお願いいたします。

 

	 申込先	連盟事務局	 電　話	03-5294-1371（月～金曜　10：00 ～ 18：00）

	 	 	 	 ＦＡＸ	03-5294-1372（24 時間受信）

	 	 	 	 メール	zsr@shoren.jp

以上　　　　　


